
を用いたユーザ定義関数の組み込み 

本文書では、 を使用してユーザ定義関数を 

ライブラリに組み込む方法について説明します。 

 

□用意するもの 

・ユーザ定義関数（ 言語などで書かれた独自アルゴリズムなど） 

※ここでは、サンプルプログラムのビープ音を鳴らす関数を HALCON ライ

ブラリに組み込む方法を説明します。 

・ 以上

・ 以上 

※ここでは と を扱う例を説明します。

 

□試してみよう 

のサンプルプログラムをビルドしてみましょう。

 

環境変数の設定 

今回の一連の作業は、コマンドプロンプト上にて行います。「スタート」メニ

ューから「コマンドプロンプト」を起動してください。 

※ や をお使いの場合は、管理者モードで起動してくだ

さい。 

 

次に の環境設定を行います（すでに環境設定を行っている場

合には必要ありません）。コマンドプロンプト上で下記のバッチファイルを実

行してください。 

版 をお使いの場合

版 をお使いの場合

※ バッチファイルの格納先は、 をインストールしたディレクトリ

により異なります。上記は をデフォルト状態でインストール

した時の設定です。 の場合には、 

となります。 



サンプルプログラムのビルド 

コマンドプロンプトの作業ディレクトリを、サンプルプログラムを解凍してで

きた ディレクトリに移動してください。 

例として、 以下に解

凍した場合は下記のコマンドを入力します。

 
 

この ディレクトリには、ユーザ定義関数として つの新しい関数を追加す

るための定義ファイルおよびユーザ定義関数のソースプログラムが用意されて

います。ファイルの具体的な説明をする前に、まずはこれらユーザ定義関数を

メイクしてみましょう。 

 

コマンドプロンプト上で次のコマンドを入力し、メイクをします。 

 

 



 

の起動 

のシステムの環境変数の設定にて の設定を行

います。これにより 上にてユーザ定義関数を呼び出せるようになります。 

 

 

環境変数 を設定することにより、 のオペレータ

ーメニューに新しいメニュー が追加されたのが確認できます。 

 

 



動作を確認するために、簡単なプログラムを組んでみましょう。 

※このプログラムはビープ音が鳴ります。ご注意ください。

 

ここで、以下の つが今回用意したユーザ定義関数です。 

 

 … ビープ音を鳴らすためのハンドルを作成します

 … ビープ音を鳴らします

 … ビープ音のパラメータを取得します

 … ビープ音のパラメータを設定します

 … ビープ音のハンドルをクローズします

 

 

□ユーザ定義関数の組み込み 

ここでは、今回サンプルで用意したユーザ定義関数を例にいかに簡単に

に組み込むことができるかについて具体的に見ていきます。 

 

コンパイラ用定義ファイルの準備 

にはヘルプコンパイラと呼ばれるツールが用意されています。あらか

じめ定まった書式に基づいて定義ファイル を用意することで、オンライン

ヘルプ、テンプレートプログラムなどを自動的に生成します。下記に例題ファ

イルと同様のファイルを自動生成するための定義ファイル を示します。 



関数名の定義。 内は引数の定義（入力画像オブジェクト、出力画像オブジェク

ト、入力 、出力 ）。この関数は、入出力画像なし、入力がビープ音の

周波数と時間、出力が作成したハンドルであることを意味しています。 

オペレータの説明を記述します。

オペレータの機能の定義を行います。ヘルプファイルの中でこの設定に基づき

オペレータのカテゴリーが判断されます。

並列化に関する定義を記述します。



入出力に関する各パラメータを定義します。 

 

以上のような関数の入出力を定義する ファイルを用意すれば、ユーザ定義

関数を組み込む準備はほぼ終了したことになります。 

 

プログラム  

今回例題として用意したユーザ定義関数のオリジナルソース に含まれ

る 関数を例に説明します。重要と思われる箇所に適宜コメントを入

れていますのでご参照ください。 

 



ビープ音の各種設定を保持する構造体を定義します。このサンプルでは、構造

体の配列を用意し、作成したハンドルを保存していきます。 

実際に から呼び出される関数。後述するヘルプコンパイラにて自動

生成された プログラム が本関数を呼び出しています。 



戻り値として返すデータのメモリを確保します。

のオペレータ実行時に引数として与えられた値を獲得し、構造体に保存

します。

戻り値を設定します。

では特にエラーが発生せずに処理が完了した場合、 を

返します。エラー番号とその内容に関しては、 のインクルードディレ

クトリ を参照ください。 

 

今回例題として用意した の中で、関数を自作する際に修正が必要となる

個所を説明します。 



この の名前を定義します。今回は という名前に設定しま

す。

 

先ほど作成した ファイルを指定します。多数の ファイルがある場合には、

それらをすべて記述します。

 

先ほど作成した プログラム名を指定します。複数のプログラムが存在する場

合には、それらをすべて記述します。 

 

ビルド 

作業ディレクトリを作成し、下記のようなディレクトリ構成にしてください。 

 

定義ファイル 

ユーザ定義関数 

メイクファイル 

メイクファイル（ 用） 

メイクファイル（ 用）

用 作成用メイクファイル 

 

作業ディレクトリに移動し、最初の例題と同様、 にてメイクしてくださ

い。自動的に下記のようなディレクトリが生成され、 が必要とする各

種 、ヘルプファイルなどが作成されます。 



を起動することで、今回作成したビープ音を鳴らす関数が追加される

ことが確認できます。 

このように、簡単に にユーザ定義関数を組み入れることが可能です。 


